と、 優しく 云った。 

「とても 辛 棒な り ませぬ。 痛んで 痛んで、 いまにも 耳 

が 千切れそう でございます」 

あや J 

と 女 は、 武士の 妻と して は 仇め きすぎ て 見える、 細 

眉の、 くくり 頤の 顔をしかめ、 身悶えした。 

「このまま 沼田まで 駕籠で 揺られて 参りまして は、 死 

にます る、 死んで しまう で ございましよう」 

「莫迦な、 耳ぐ らいで。 …… とはいえ そう 痛んで はの 

う」 

と 武士 は、 当惑した ように 云った。 

ここ は、 群 馬の 須川 在、 猿ケ 京であった。 



「あっしば かりじ ゃァ ない、 誰 だって 憎む でしよう よ。 

…… ねえ ご主人、 そうじゃ ァぁリ ません か」 

こう 云う と 葉 茶屋の 亭主 だと いう 男 は、 桔梗 屋の主 

人の 方へ 顔 を 向けた。 

桔梗 屋の 主人の 佐 五衛門 は、 持って いた 筆 を、 ヒョ 

ィと 耳へ 揷ん だが、 帳場 格子へ、 うっかり 額 を 打ち 付 

けそうに 頷き、 

ひど 

「ごもっとも さまで、 女 出入りで、 そんな 酷い 目にあ 

わされましたら、 誰 だって 女 を 憎む ようになり ますと 

も」 

「若党って いう 男に、 同晴 だってす るでしょう ねえ I 



『よろし ゆう^ /ざる』 

ふところ 

とお 侍さん は 何ん と 感心に も、 乏しい 懐中の 中から 

金 を 立て替えて やり、 それ を 縁に 連れ立って 歩き、 日 

の 暮れに 上 尾 宿まで 参りました ところ、 女の 姿が 見え 

なくな つたそう で。 

『はぐれた 害 もない が』 

と 不思議 に 思いながら その 宿の 安宿へ 泊まり、 翌朝 

^6 う ,116 な 

発足して 熊 谷 宿まで 行く と、 棒 端の 葉 茶屋に その 女が 

いたそう で。 そこでお 侍さん も 寄って 茶 を 飲み、 女と 

話した そうです が、 いざお 勘定と なると 同じ ことが 行 

われた そうで。 …… 女が 小判 を 出す、 葉 茶屋に は 釣銭 



、、ゝ 、 。 

力な レ 

『申し兼ねます がお 立て替え を』 

『よろし ゆう ，1 ざる』 

…… こうして そこ を 出、 野道へ さしかかった 時、 お 

侍さん が 開き直 リ、 

『拙者 立て替えた 銭お 払いな され」 

…… すると 女 はさ もさ も 軽蔑した ように、 

『あれば かりの 小銭 …… 』 

き たお 

—— とたんにお 侍さん は 女 を 斬り 仆し …… いや、 峰 

打ちで 気絶す るまで 叩き 倒した そうで」 

「なるほど 一 



侍さん は ご 不運で」 

まき は ほのお 

薪が 刎ねて 炉の 火が パッ と焰を 立てた。 

湯治 客た ち は 一 斉に胸 を 反らせた が、 五 人が 五 人な 

がらた が い に 顔 を 見合わせた。 

大盗 になった 理由 

(厭な 話 だ こと) 

とお 蘭 は 思った。 

(男 も 男 だけれ ど、 女の 方が 悪い わ …… ) 

この 囲炉裡 側へ は、 毎夜の ように 客が 集まって 来て、 



無聊な ままに 世間話 をした。 それ を 聞く の を 楽しい も 

のにして、 お 蘭 も、 毎夜の ように ここへ 来て、 お 母親 

なくな とう 

さんが 早く 死去り、 お 父親さん 一人き りに なって いる、 

その 大切な お 父親さん の 側に 坐り込み、 耳を澄ま すの 

を 習慣と していた。 

しかし 十七 歳の、 それ も 一 月 後に は 嫁入ろう とする 

きむすめ 

処女に とって は、 今の 「女 を 憎む 男の 話」 は 嬉しい も 

のではなかった。 

(わたし 行 つ て 寝よう かしら) 

「ところが、 そのお 侍さん は 気の毒に も、 女の ためば 

かりで なく、 金の ために、 とうとう 半生 を 誤りまして 



お 蘭 は 湯に 浸 かりながら 空想に ふけっていた。 

(あたし は 男に 憎まれたり、 大事な 男の 心 を、 女 を 憎 

むような ひねくれた 心に なんかし やしない) 

そんな こと を 空想して いた。 大事な 男と いうの は、 

一 力 月 先になる と 自分の 良人と なるべき、 布施 屋の息 

子の ことであった。 

(進 一 さんだ つ て、 わずかな 金 —— 小判 一 枚の ゆきち 

がいぐ らいで、 人 を 叩き 倒す ような 兇暴い 性質の 人 

じゃァ ないから 安心 だ わ) 

彼女に はさつ きの 湯治 客の 話が、 やはり 心に かかつ 



「お客様ね、 何番さん？」 

しかし 男 は 返辞 をし ないで、 暗い 頰冠 りの 中から 刺 

すよう な 眼で お 蘭 を 見詰めた。 

「おかしな 人ね。 …… 何番さん だった かしら ヮ 

お湯へ おはいりな さいよ」 

ゆお もて かわずお よ 

そういう とお 蘭 は、 背中 を 湯 面へ 浮かせ、 蛙泳ぎ を 

して 湯槽の 向， J う 側へ 泳いで 行き、 振り返る とぼん の 

くぼ を 湯槽の 縁へ かけ、 フ— ッと、 唇 を とんがら かし 

て 湯気 を 吹き、 男と 向かい合った。 

「おかしな 人ね、 棒ッ 杭の ように 突っ立つ てるって こ 

とない わ。 …… わかった、 あんた 恥ずかしがり屋さん 



ね、 女の子と 一緒にお 湯へ はいるの 恥ずかし いのね。 

…… 大丈夫、 あたし かま ゃァ しない ことよ。 …… おは 

いりな さいよ。 フ ー ッ」 

「はいっても いい かい」 

と 男 は はじめて 云った。 その 声 は 深みの ある、 また 

濁りの ある、 聞く 人の 心 をゾッ とさせる ような ところ 

あ，. こ 1J- 

の ある 声であった。 しかも 四辺 を 憚る ように、 押し 殺 

した 声であった。 

怪しの 男 



「娘つ 子が」 

「あたし？ フ— ッ。 …… 湯屋の 娘が 男の 顔 見て 恐 

がって いたので は 商売に ならない わ。 フ ー ッ。 明日 は 

雨よ、 今夜のお 湯 とても 湯気が 濃 いんだ もの。 匂い 

だって 強いし。 …… こうと、 あんた きっと 獵師 さん 

ね」 

と 男 は 吃驚 リし、 

「何故 だい？」 

「いい 体して いるもの。 …… 骨太で、 肉附 きがよ くて 

肩幅が 広くて …… | 



「獵師 じゃァ ねえ」 

さ こり 

「じ ゃァ樵 夫さん ね」 

「樵 夫 だって」 

吃驚り して、 

「韋 J う」 

「そう」 

「お前さん 何ん ていう 名 だい？」 

と 今度 は 男が 訊いた。 

「お 蘭ち やん」 

「ふうん。 そのお 蘭ち やん 幾 歳 だい？」 

「十七」 



「年頃 だ」 

.p --こ ) 

「そうよ。 だから 妾 来月お 嫁に 行 くんだ わ」 

「どこへ ？」 

「進 一 さんの 所へ」 

ま え 

「親しそう に 云うな ァ。 以前から 知って る 男 かい？」 

「幼な 馴染な の」 

「お前さん を 可愛がって いるかい？」 

ゆきだま 

「雪 弾丸 投げつ けて よく 泣かせた わ」 

「ひどい 野郎 だな」 

「あたしの 泣き顔が 可愛い ので それが 見た かったん 

だ つ て」 



「猛々 しい ケダモノ を取卷 いたと いうの さ」 

「猪 9 だって、 季節 じゃァ ない わ」 

「猪よりも つ と 恐ろしい ケダモノ だ」 

「何んだろう？」 

「邪悪 —— そうだ、 女 を とりわけ 憎んだ つけ。 …… 

おしこみ ひつけ ひとごろし 

強盗、 放火、 殺人、 ありと あらゆる 悪業 を 働いた 野郎 

だ」 

「じ ゃァ 『三国 峠の 権』 のよう な 奴ね」 

「知って るの か？」 

わるもの 

「三国 峠の 権の 悪漢 だ つて こと、 誰 だって 知って る わ。 

でも、 その 権、 ご 領主 様に 捕えられ たじ ゃァな いの」 



「うん、 沼田のお 城下で、 土岐 様の 手に 捕えられ たよ」 

「お 牢屋へ 入れられた つ て いう じ やない の」 

「その 牢を 破つ たんだ」 

「ま ァ。 いつ？」 

ゆうべ 

「昨夜」 

「ま ァ」 

「そいつが この 土地へ 逃げ込んだ らしい」 

「どうして 解る の？」 

うち 

「捕り手が y J の 家 を 取 巻いた からさ」 

「じ ゃァ この 家の 中に？」 

「うん。 …… 恐い か！」 



「それなら いいが」 

「フ— ッ。 狂いない わ」 

お 、- 

「俺ら ァ 初めて だ」 

と 男 はしみ じみと した 声で 云った。 

I 冒頭から 善人 だと 女に 云われ、 何ん の 疑が いもな く 

ぶっかつ て 来られた なァ、 今夜のお 蘭 ちゃんが 初めて 

だ。 …… 礼 云う ぜ」 

よびこ ゆや ど 

烈しい 呼 笛の 音が この 温泉宿の 表と 裏と から 聞こえ、 

遙 かに 離れて いる 主屋の 方から、 大勢の 者の 詈しリ 声 

や 悲鳴 や、 雨戸 や 障子の 仆れる 音が 聞こえて 来た。 

「捕手 どもとう とう 獵 立てに 来 やが つたな！ よう 



松 乃 は、 痛む 左の 耳 を 上に し、 反対の 頰を 枕に うず 

め、 夜具の 襟から、 蒼白の 顔を視 かせ、 眼 を 閉じて い 

よびこ ね 

た。 さっき、 鋭い 呼 笛の 音が し、 つづいて 主 屋の方 か 

ら、 悲鳴 や、 襖、 障子 を 蹴 ひらく 音 や、 走り 廻る 音が 

しもべ じい や 

聞こえて 来、 僕の 三 平 翁が、 あわただしく 様子 を 見 

に 行った がま だ 帰って来ない。 —— これらの こと も 心 

にか かってい たが、 しかし 彼女に は、 もっと 心に かか 

る ことがあった。 

それ は、 この 部屋 そのものであった。 

彼女が まだ 娘であった 頃、 同藩 —— 沼田 藩の 槍 奉行、 

斉藤源 太夫の 息子 源 之 進と 結婚す る ことに 

るり 婚^ 1 



の 席へ 臨んだ。 ところが 源 之 進が 余りの 醜男な のに 厭 

気がさし (長い これからの 浮世 を、 こんな 男と 一緒に 

くらさなければ ならない と は。 厭 だ 厭 だ) と 思い詰め、 

き あとさき の 

生一本の 娘の、 前後 見ない 感情から その 席を遁 がれ、 

実家へ 逃げ帰り、 居合わせた 若党の 井口 権 之 介と いう 

の を 連れ、 夢中で 家出し、 駕籠で 山越え をし、 この 猿ケ 

京の、 この 桔梗 屋の、 この 別館の、 この 部屋で 一夜 を 

明かした が …… 

(その 因縁の 部屋へ 泊まる と は) 

松 乃 は 眼 を 開き、 いまさらに 部屋の 中 を 見廻した。 

へんぴ ゆ つくり かざり むかし 

辺鄙の 山の 温泉の 宿 は、 部屋の 造作 も 装飾 も 以前と 変 



わらなかった。 天井の 雨漏りの 跡 さえ そのまま であつ 

た。 

そそのか 

(主家の 娘 を 誘惑した という かどで、 権 之 介 は、 お 父 

様に 片耳 を 剃 がれて 放逐され たが、 その後 どうした こ 

とやら。 …… 噂に よれば、 身 を 持ち崩した あげく、 恐 

ろしい 大賊 になった という こと だが …… 三国 峠の 権と 

いう 大賊 に。 …… それ もこれ も 元はと いえば 妾の 不 

注意から。 …… あの人に は 罪はなかった の だ) 

「痛い！」 

と 松 乃 は 思わず 悲鳴 を あげた。 耳の 痛みが 烈しく 

なった からで ある。 



実父の 将左衛 門から、 久しく 逢わない から 逢いたい、 

婿 殿 ともども 逢いに 来る ようにと 伝言が あった。 そこ 

で 松 乃 は 良人と 一 緒に 里帰りの 旅へ 出た ので あつたが、 

あさかい やどり 

昨夜、 浅 貝の 旅 宿 あたりから 耳が 痛み 出し、 次第に 烈 

しくな つて 来た。 今 は 堪えられない ほどに 痛む ので 

あった。 

(片耳 を 切られた 権 之 介の 怨み！ それで 妾の 耳 

が！) 

こんな こと も 思われた。 

(恐ろしい 因縁の 部屋で、 痛む 耳の 手 あて をす ると は) 

ゾ ッ とする ような 思い もした。 



(娘 は？) 

とこの ことば かり を 思って いた。 

(どこへ 行ったろう？ 何 をして いるの だ！ こんな 

時に、 こんな 物騒な 時に！) 

廊下の 方から、 部屋 部屋から、 二階から も 階下から 

も、 足音、 悲鳴、 呶声、 罵し リ声、 物 を 投げる 音、 襖 

障子 を 開閉す る 音が、 凄まじく 聞こえて 来た。 

—— 五 人の 湯治 客が 囲炉裡 側で、 片耳の ない 武士の 

話 をして いると、 表 戸 を 蹴 開き 十数 人の 捕り 方が 混み 

入り 「三国 峠の 権と いう 盗賊 この 家に 潜みお る、 縛め 

取る ぞ」 と 叫び 家 探しに とりかかった。 裏口から も 捕 



り 方 は 侵入した らしく、 その 方から も 足音 ゃ呶 声が 聞 

こえて 来た。 

いましがた 

それ はほんの 寸刻 前の ことで、 今 はもう この 店の 間 

に は、 捕り 方 も 湯治 客 もい なかった。 捕り 方 は 奥へ 走 

り 込み、 湯治 客た ち は 散々 に 逃げた からであった。 

「娘 は？」 

暴風の 吹いた 後の ように、 帳場 格子 は 折れ、 硯箱は 

ひつく リ かえり、 薬罐 は 灰神楽 を あげてい る 店の 間 を、 

グ ルグル 廻りながら (娘 は？) と 佐 五衛門 は、 そのこ 

とば かり を 思った。 

(あ ッ、 虱呂へ はいりに 行った つけ！) 



嫁入り 前の 体 を！」 

「何 云つ てるのよ。 権、 いい 人 だ わ、 恥ずかしがり屋 

だ わ。 悪人 じゃァ ない わ。 妾の 眼に 狂い はない わ！ 

…… 助けて やらな けり ゃァ！ 捕られち や ァ可哀 そう 

よ」 

「手工 付けなかった と？ お前へ！」 

(本当だろう か？) 

(本当なら どんなに 有難い ことか！) 

と 思う 心の 裏に、 そんな ことのあろう 害がない とい 

う 不安が、 すぐに 湧いて 来た。 

(兇悪で 通って いる 三国 峠の 権が、 若い 娘と、 人の い 



な い 風呂で …… ) 

ムラ ムラと 疑惑が 募る のであった。 

でも、 彼 は、 娘が、 ひたむきに 権 を 助けよう として 

焦心る ばかりで、 権に 対し、 怒り も 悲しみ も 怨み もし 

ていない 様子 を 見る と、 やはり 権が、 自分の 娘へ 毒牙 

を 加えなかった こと を、 認める より 仕方がなかった。 

ヽ， - ヽ， -な ずけ ヽ， -っ しょ 

(好きな 許婚 の 進 一と、 一 月 先になる と、 夫婦になる 

ことにな つてい る 娘 だ、 それが 泥棒に …… そんな こと 

をされ よう ものなら、 泣き喚き 怨み 憤る は 愚か、 突き 

くく 

詰めた 心で、 首 を 絞る ぐらいの こと はやるだろう。 そ 

れ だのに どう だお 蘭 は、 泥棒の 権 を 助けよう として 夢 



中に なって いる。 …… とすると 権 は、 やっぱり、 ほん 

とうに、 お 蘭に 手 をつ けな かったん だ！) 〔# 「なかつ 

たんだ！)」 は 底本で は 「なかつ たんだ！ 匕 

「偉 えぞ 権！」 

と、 佐 五衛門 は、 嬉し さと、 感謝と、 神々 しい 奇蹟 

にで も 遭遇た ような 心持ちと で、 思わず 喚き 出した。 

「悪人 じゃァ ねえと も、 権！ 悪人 どころ か、 神様み 

たいな 男 だ！」 

た ナまら 

「竹 法螺 を、 お父さん、 竹 法螺 を！」 

「吹く か、 いいと も、 竹 法螺 吹いて、 捕り 方の 奴ら を！」 

柱に かけて あった 竹 法螺 を 佐 五衛門 は ひつ 外した。 



「妾が 吹く、 妾が！」 

と、 お 蘭 は、 父親から 竹 法螺 を ひったく ると、 蹴 放 

あきま 

された ままで、 月光 を 射し 込ませて いる 表 戸の 開 間 か 

ら、 戸外へ 走り出た。 

その後 を 追って 佐 五衛門 も 走った。 

と、 その 時、 捕り 方の 叫ぶ 声が 聞こえて 来た。 

「方々、 ご用 心なされ、 三国 峠の 権の 手下 五 人が、 こ 

の 湯 宿に、 権め を 待ち 迎えお ると いう ことで ござる 

ぞ！」 

(あ ッ) 

と 佐 五衛門 は、 それ を 聞く と、 思わず 口の 中で 叫ん 



だ。 そうして 思った。 

(そうか、 これで 解った、 炉端に 集まって いた 五 人の 

湯治 客、 三国 峠の 権の 手下 だつ たんだ。 あいつら の 話 

さむらい 

した 話 は II 片耳 を 切られた 武士の 話 は、 権の 過去の 

出来事 だつ たんだ。 ああい う 話 を 俺ら に 聞かせて おい 

て、 こんな 場合に、 味方に なって くれと 謎 を かけたん 

だ。 それに 違えね え。 …… つづけざまに あんな 目に 逢 

わされり ゃァ誰 だって 悪党に なら ァ。 …… 三国 峠の 権、 

根 は 善人と も！) 

谷の 方から 竹 法螺の 音が 聞こえた ので、 捕り 方た ち 



谷から は、 —— 本当 は 悪党で はない 三国 峠の 権よ、 

早く ここから 逃げて おくれと いうよう に、 お 蘭の 吹く 

竹 法螺の 音が 聞こえて 来た。 

「俺 ァ」 

と 権 は 云 つ た。 

「お前なん か 知らね え、 昔から 今までお 前の ような 女 

知らね え」 

松 乃 は 廊下へ 仆れ た。 

耳の 痛みが 次第に 消えて 行く 中で 彼女 は 思 つ た。 

(救われた！ 妾 は 救われた) 



三国 峠の 林の 中 を、 五 人の 手下と 一 緒に、 今 は悠々 

と 歩きながら、 三国 峠の 権 は 思った。 

(誰が 吹いた かしらね え けれど、 竹 法螺のお かげで、 

俺ァ 助かった の だ) 

権 は そ の 後 改心した と い う。 
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